
環境負荷低減のチェ ッ クシート
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翌年度取
組計画

有機物の適正な施用による土づく り を検討
（ 堆肥や有機質肥料、 緑肥等の活用等）

作物特性やデータに基づく 施肥設計
（ 簡易土壌診断、 前作の収量等）

肥料の使用状況等の記録・ 保存

肥料の適正な保管

（ １ ） 適正な施肥
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翌年度取
組計画

農薬の使用状況等の記録・ 保存

農薬の適正な使用・ 保管

多様な防除方法（ 防除資材、 使用方法） を活用した防除
（ 物理防除・ 生物防除の活用等）

病害虫・ 雑草の発生状況を把握した上での防除要否及びタイミ
ングの判断（ 発生予察情報の活用による防除等）

病害虫・ 雑草が発生しにく い生産条件の整備
（ 健全種苗の使用、 病害虫の発生源除去等）

（ ２ ） 適正な防除
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翌年度取
組計画

温室効果ガスの排出削減に資する技術の導入
（ 省エネに留意した適切な農業機械・ 装置・ 車両の使用、 農場
由来の温室効果ガス削減、 ほ場への炭素貯留等）

農機、 ハウス等の電気・ 燃料の使用状況の記録・ 保存

（ ３ ） エネルギーの節減
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翌年度取
組計画

悪臭・ 害虫の発生防止・ 低減に努める

（ ４ ） 悪臭及び害虫の発生防止
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翌年度取
組計画

廃棄物の削減や適正な処理（ プラスチッ ク等の資材の使用量
又は排出量削減や廃棄の際の処分の適正化）

（ ５ ） 廃棄物の発生抑制、 適正な循環的な利用及び適正な処分
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翌年度取
組計画

多様な防除方法（ 防除資材、 使用方法） を活用した防除
（ 物理防除・ 生物防除の活用等） （ 再掲）

病害虫・ 雑草の発生状況を把握した上での防除要否及びタイ
ミ ングの判断（ 発生予察情報の活用による防除等） （ 再掲）

（ ６ ） 生物多様性への悪影響の防止
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翌年度取
組計画

正しい知識に基づく 農作業安全に配慮した適正な作業環境へ
の改善（ 作業方法の改善や危険箇所の表示、 保護具の着用、
機械・ 器具の操作方法確認等）

農業機械・ 装置・ 車両の適切な整備と管理の実施
（ 定期メ ンテナンス、 点検記録作成等）

関係法令の遵守

みどりの食料システム戦略の理解

（ ７ ） 環境関係法令の遵守等
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□翌年度、 当該事業を取り 組まない

※翌年度に当該事業に取り 組まない場合は、 翌年度取組計画欄に／（ 斜線） を記入し、
「 翌年度、 当該事業を取り組まない」 の□欄に✓を記入してく ださい。

環境負荷低減のクロスコンプラインアンスチェ ッ クシート 解説書を読んだう えで、
チェ ッ クを入れてく ださい。



環境保全型農業に取り 組むみなさまへ

環境保全型農業直接支払交付金では「 環境負荷低減の
チェ ッ クシート 」 の取組を交付要件としています。

令和４ 年に「 みどり の食料システム法」 が制定されました。
みどり の食料システムの実現には、 法に基づく 基本方針に沿って、 すべての関係者

が調達から生産、 加工・ 流通の各段階で環境負荷の低減に取り 組むことが重要です。
そして、 環境にやさしい農林水産物や食品の消費が広く 行われるよう 、 国も消費者

の理解醸成に取り 組むと と もに、 環境負荷低減のクロスコンプライアンスを導入し ま
した。

環境負荷低減のクロスコンプラインアンスと は、 農林水産省の各種補助事業等にお
いて、 持続可能な食料システムの構築に向けた環境にやさ しい農林漁業のために必要
な最低限の取組を要件化するものです。

要件化に伴い、 本交付金では、 これまで「 みどり のチェ ッ クシート 」 と し ていた事
業要件から、 「 環境負荷低減のチェ ッ クシート 」 に改正しました。

取り 組んでいただく 内容

お問い合わせ先
取組を行う 農地の所在する市町村、 都道府県
または農林水産省農産局農業環境対策課 ☎ 03 -6 7 4 4 -0 4 9 9

※民間団体によるGAPの第三者認証（ GLOBALG.A. P. 、 ASI AGAP、 JGAP） 等を取得している場合は、

認証書の写しを提出することで、 「 環境負荷低減のチェ ッ クシート 」 の提出を省略することができます。

適正な施肥 適正な防除 エネルギーの節減

悪臭・害虫の
発生防止

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

生物多様性への
悪影響の防止

環境関係法令
の遵守

（ 注１ ） 農業生産活動の実態に応じて実際に取り組んだ内容について、 □欄に✔を記入してく ださい。 該当しない場合は、

□欄に／（ 斜線） を記入してく ださい。

（ 注２ ） 翌年度に取り組む予定の項目について、 □欄に✔を記入してく ださい。 該当しない場合は、 □欄に／（ 斜線） を

記入してく ださい。


